
安
全
な
青
少
年
活
動
の
た
め
に

　
平
成
19
年
７
月
31
日
、
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
自
然
体
験
を
目
的
と
し
た
講
座
で
、

市
内
の
小
学
生
お
二
人
の
尊
い
命
を
奪
う
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
の
事
故
を
教
訓
に
、
継
続
し
た
安
全
管
理
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
安
全
教
育
や
指
導
者
の
育
成
・
指
導
を
中
心
と
し
て
野
外
活
動
を
は
じ
め
と
す

る
青
少
年
活
動
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
安
全
安
心
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
自
然
体

験
活
動
が
で
き
る
「
安
全
・
安
心
の
自
然
体

験
モ
デ
ル
都
市
」
を
め
ざ
し
、
自
然
体
験
活

動
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
市
教
育
委
員
会
が
行
う
「
ニ
ン
ニ
ン

忍
者
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
自
然
の
大
切
さ
や
野

外
活
動
の
技
術
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
知
識

を
学
ぶ
場
と
し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
研
修
を
実
施
し
、
行
政
、

地
域
で
の
指
導
者
の
育
成
・
指
導
を
行
う
ほ

か
、
青
少
年
自
然
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
安
全
な
自
然
活
動
実
施
の
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
の
自
然
体
験�

モ
デ
ル
都
市
」
を
め
ざ
し
て

　
地
域
や
各
種
団
体
で
実
施
さ
れ
る
青
少
年

活
動
の
安
全
の
た
め
、
市
内
の
図
書
館
や
中

央
公
民
館
に
「
安
全
対
策
マ
ニュ
ア
ル
」
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
図
書
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
青
少
年
の
自
然
体

験
活
動
に
お
け
る
安
全
対
策
マ
ニュ
ア
ル
」
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
自
然
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
の
公
益
的
な
団
体
を
対
象
に
指

導
員
の
派
遣
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
備
品

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

地
域
の
安
全
な
活
動
実
施
の

た
め
活
用
を

　「甲賀市青少年活動安全誓いの日」の７月31日、甲
賀市青少年活動安全誓いのつどいをあいこうか市民
ホールで開催し、市民の皆様をはじめ、市職員、教育
関係者など716人の参加がありました。
　つどいでは、初めに７年前の四万十川水難事故でお
亡くなりになられたお二人への黙祷をささげ、青少年
の野外活動をはじめとする市の全ての事業の安心安全
の確保に全力を挙げて取り組むことをお誓いしました。
　続いて、市の安全管理の取組報告と講演会を行いま
した。

～つどい「講演会」から～
「安全を育むリーダーシップ」

� 講師　兵庫県キャンプ協会　理事
� 公益財団法人神戸YMCA統括主任主事

�  宗
むね
行
ゆき
孝
こう
之
の
介
すけ
氏

　「キャンプなどの野外活動を経験することは、心豊か
な青少年の育成に効果的です。
　その活動の中で、参加者一人ひとりの能力が最大限
発揮されるようになると、グループ全体が活性化され
ます。このような個人の尊厳が認められ、協調が生み
出されたグループは、様々な危険に対して柔軟な対応
ができるようになります。つまり、安全を育むことは、
グループを育むことです」というお話がありました。
　子どもたちの成長に、グループワークがいかに大切
かについてご講演いただきました。

　
四
万
十
川
水
難
事
故
の
背
景
に
は
、
市
に

お
け
る
「
安
全
管
理
体
制
の
不
備
」
「
責
任

意
識
と
安
全
意
識
の
欠
落
」
「
安
全
管
理
能

力
と
指
導
力
不
足
」
「
目
的
・
目
標
達
成
の

た
め
の
役
割
分
担
の
不
備
」
な
ど
の
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
う
し
た
事
故
原
因
を
解
消
す
る

た
め
、
指
導
者
の
育
成
の
ほ
か
、
次
の
安
全

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
甲
賀
市
事
業
執
行
安
全
管
理
体
制
審
査
委

員
会
に
よ
る
チ
ェッ
ク

・
甲
賀
市
危
機
管
理
計
画
に
基
づ
く
個
別「
安

全
管
理
マ
ニュ
ア
ル
」の
整
備
と
見
直
し

・
職
場
で
の
安
全
管
理
推
進
運
動
の
実
施

・
公
共
施
設
に
お
け
る
A
E
D
の
配
備

・
青
少
年
活
動
施
設一斉
安
全
点
検

　
毎
年
の
体
制
整
備
と
安
全
運
動
の
取
り
組

み
は
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
が
、さ
ら
な
る
強

化
の
た
め
市
で
は
、

・
職
員
の
安
全
管
理
の
基
礎
知
識
の
向
上
と

職
務
上
の
安
全
管
理
体
制
の
強
化

・
職
場
の
現
状
に
合
っ
た
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
と
理
解
の
徹
底

・
職
場
内
に
お
け
る
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
組

事
故
の
原
因
を
踏
ま
え
た

改
善
を
実
施
―
市
全
体
の
安
全

管
理
の
取
り
組
み
―

安
心
・
安
全
の
輪
を
ま
ち
全

体
へ
―
今
後
の
安
全
管
理
の
取
り

組
み
―

▲「職場安全管理推進リーダー研修」でのＡＥＤ講習

▲市内各種団体の指導者などを対象に、自然体験活
動の効果的な事業実施や安全対策のための意識や
技術を学ぶ「指導者等研修会」

▲安全な青少年活動の実施を誓う「甲賀市青少年活動安全誓いのつどい」

▶
異
年
齢
の
仲
間
と
と
も
に
自
然
の
大
切
さ
や
野
外
活

動
の
技
術
な
ど
を
学
ぶ「
ニ
ン
ニ
ン
忍
者
キ
ャ
ン
プ
」

◀「
ニ
ン
ニ
ン
忍
者
キ
ャ
ン
プ
」説
明
会
で
の
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

問い合わせ

・
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

社
会
教
育
課

☎
８
６‐８
０
２
２
／
８
６‐８
３
８
０

・
備
品
貸
出
に
つ
い
て

青
少
年
自
然
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
８
６‐８
０
２
２
／
８
６‐８
３
８
０

・
安
全
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

危
機
管
理
課

☎
６
５‐０
６
６
５
／
６
３‐４
６
１
９

織
の
危
機
対
応
力
の
強
化

・
職
場
に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
情

報
共
有
と
有
効
な
改
善
策
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指
す

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
進
め
、

安
心
安
全
の
輪
を
ま
ち
全
体
に
広
げ
な
が

ら
、さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

「甲賀市青少年活動安全誓いのつどい」を実施

2平成 26年 8月15日3 平成 26年 8月15日


